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ミ

沼

津

の

戦

争

遺

跡

太
平
洋
戦
争
下
、
沼
津
市
と
そ
の
周

辺
に
は
多
く
の
軍
需
工
場
や
軍
関
係
施

設
が
所
在
し
た
。
そ
の
た
め
米
軍
に
よ

る
空
襲
の
日
標
と
な

っ
た
。　
一
方
、
戦

争
末
期
日
本
軍
は
本
土
決
戦
に
備
え
厖

人
な
兵
力
を
大
平
洋
岸

に
配
置
し
た

が
、沼
津
周
辺
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
現
在
も
沼
津
市
内
に
残

る
戦
争
に
関
わ
る
遺
跡
に
つ
い
て
簡
単

に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

①
震
洋
特
攻
基
地
跡

駿
河
湾
が
奥
深
く
食

い
込
ん
だ
内
浦

湾
に
臨
み
、
重
須
か
ら
江
浦
に
か
け
て

岩
穴
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残

っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
、
爆
弾
を
搭
載
し
た
船

も
ろ
と
も
敵
艦
に
体
当
り
を
す
る
と
い

う
、
震
洋

（
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
）
、
海
竜

（潜
水
艦
）
な
ど
の
特
攻
基
地
だ
っ
た
。

②
海
軍
技
術
研
究
所
の
配
水
槽

日
米
開
戦
前

の
昭
和
十
六
年

（
一
九

四

一
）
十

一
月
、
沼
津
市
郊
外
の
下
香

貫
に
海
軍
技
術
研
究
所
音
響
研
究
部
が

開
設
さ
れ
た
。
現
在
の
沼
津
市
立
第
二

中
学
校
と
そ

の
近
辺
が
敷
地
で
あ

っ

た
。
・
τ
二
ヽ
は
水
中
聴
古
機
・潜
水
艦
探

知
機
な
ど
の
研
究
・開
発
が
行
わ
れ
た
．

三
中
の
北
東
に
あ
る
小
山
に
は
こ
の

研
究
所
の
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
配

水
槽
が
残
る
。

③
海
軍
技
術
研
究
所
の
燃
料
庫

三
中
か
ら
東

へ
少
し
離
れ
た
場
所

に
、
技
研
の
燃
料
庫
と
し
て
使
わ
れ
た

レ
ン
ガ
造
り
の
合
庫
が
残
る
。

④
高
射
砲
部
隊
の
掩
体

中
沢
川
の
部
落
か
ら
愛
鷹
山
を
少
し

登

っ
た
場
所
、
Ｊ
Ｒ
変
電
所
近
く
の
畑

の

一
角
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
掩
体
が

あ
る
。
こ
こ
に
駐
屯
し
た
高
射
砲
部
隊

が
築
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
囚
人
堀

沼
津
海
軍
Ｉ
廠
は
昭
和
十
八
年

⌒
一

九
四
三
）
に
開
設
さ
れ
た
が
、
水
川
地

帯
の
真
ん
中
だ
っ
た
た
め
敷
地
の
周
囲

に
排
水
溝
を
め
ぐ
ら
し
た
．
服
役
中
の

因
人
を
そ
の
工
事
に
あ
た
ら
せ
た
た
め

こ
の
溝
は
因
人
堀
と
通
称
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
明
電
合
と
藤
倉
電
線
の
間

を
流
れ
る
新
中
川
は
す
な
わ
ち
因
人
堀

´

で
あ
る
．

⑥
御
成
橋
の
燃
撃
痕

昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
四
月
十

一
日
、
Ｂ
２９

一
機
が
御
成
橋
の
西
北
端

に
爆
弾
を
投
下
し
た
。
こ
の
時
の
傷
跡

が
、
西
か
ら
二
番
――
の
北
側
橋
柱
の
く

ほ
み
、
同
じ
く
七
番
目
の
歪
み
と
し
て

残

Ｊ
に
い
る
。

※
遺
跡
の
所
在
確
認
に
つ
い
て
は
、

足
立
実

・
高
田
篤
〓
．
・
青
木
栄
実

各
氏
の
協
力
を
得
た
．
記
し
て
感

謝
す
る
次
錦
で
あ
る
．

海軍技術研究所の配水槽

珈
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

〈①
〉

明
治
政
府
に
お
け
る
沼
津
兵
学
校
出
身
者

明
治
六
年
の
政
変
か
ら
十

一
年

（
一

人
七
八
）
に
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
大
久
保

利
通
が
明
治
政
府

の
中
枢
を
掌
握
し

た
し
こ
の
大
久
保
政
権
は
、
内
務
・大
蔵
・

工
部
三
省
を
中
心
に
上
か
ら
の
強
力
な

文
明
開
化

・
富
国
強
兵
政
策
を
推
進
し

た
が
、
そ
れ
を
支
え
た
官
僚
群
に
は
旧

幕
臣
の
下
級
実
務
官
僚
が
多
く
含
み
込

ま
れ
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い

る
。
勅
任
官

・
奏
任
官
の
場
合
、
鹿
児

島
・山
口
善
同
知
・長
崎
の
出
身
者

（
い
わ

ゆ
る
藩
闘
）
が
全
体
の
四
十
％
を
占
め

て
い
る
の
に
対
し
、
判
任
官
の
場
合
は

東
京

・
静
岡
出
身
者
が
三
卜
四
％
を
占

め
る
の
で
あ
る
．
実
務
に
長
し
、
欧
米

の
先
進
技
術
や
文
化
を
受
容
し
て
い
た

旧
幕
臣
を
政
権
の
裾
野
に
広
く
取
り
人

れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
大
久
保
政
権
は

近
代
化
政
策
を
推
進
し
え
た
と
評
価
さ

れ
る

（田
中
彰

「大
久
保
政
権
論
し
『近

代
天
皇
制
の
成
立
」

一
九
八
七
年
）
。

そ
れ
は
大
久
保
政
権
以
後
に
つ
い
て

も
同
様
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
下
の
表
は

明
治
八
年
二

八
七
五
）
、
十
四
年

二

八

八

一
）
の
官
員
録
か
ら
作
成
し
た
静
岡

県

（浜
松
県
）
出
身
者
、
お
よ
び
沼
津

兵
学
校
出
身
者
の
各
省
庁
別
の
人
数
で

あ
る
。
東
京
に
属
籍
が
あ
る
者
も
含
め

な

い
と
旧
幕
臣
全
体
を
カ
バ
ー
し
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
が
、
一〓
」
で
は
駿
河
・

遠
江

へ
移
住
し
た
経
験
を
も
ち
後
に
上

京
し
た
と
い
う

ユ
ー
タ
ー

ン
組
と
も
言

う
べ
き
旧
幕
臣
の
み
を
対
象
と
し
た
っ

県
出
身
者
の
比
率
で
は
、
太
政
官

・

大
蔵
省

・
海
軍
省

・
Ｉ
部
省

・
内
務
省

・

農
商
務
省

・
開
拓
使
な
ど
で
そ
の
占
め

る
割
今
が
高

い
ぅ

兵
学
校
出
身
者
は
、
八
年
と
十
四
年

の
間
で
元
職
員
が
減

っ
て
い
る
の
に
対

し
元
生
徒
の
ほ
う
は
増
加
し
て
い
る
．

こ
れ
は
元
生
徒
の
ほ
う
が
学
業
を
終
え

官
僚
と
し
て
職
に
就

い
た
経
過
を

小
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．
陸
海
軍
が
や
は

り
多

い
が
他
省
庁
に
も
分
散
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
ず
、
沼
津
兵
学
校
な
ら
で

わ
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
。

明治政府における沼津兵学校出身者
1月 ,台 11 l月 治 年

兵学校職 員 兵学校生徒 静岡・浜松嶋t合計 官 it総計 兵学校職員 兵学校生徒 静岡県今計 官員総計

太 政 官 Э 1 395 3 2

厄 老 院 0 0 4 0 0 4

外 務 省 2 1 2 1

内 務 省 5 11 972 3 5

大 蔵 省 2 6 1,273 ] 3 1,354

陸 軍 省 2,991 2,845

海 軍 省 6 5 ll 1,113

文 部 省 l 2 12 3 3

教 部 省 0 0 6

11部 省 0 1 823 0 5 1.008

司 法 省 0 0 1,077 1 2.113

宮 内 省 1 0 1 1

開 夕i使 1 4 499 3

警 視 li 0 0 4 765 0 789

農商務省 1 6

府   県 0 2 4,946 6 245 6.399

合  計 1,386 15,354 1,195 18.680

※兵rr:校職 itに は、 付属ノ
lヽ '｀r校職員も含む

※兵学校生徒には、日J属 小rr校 生徒 も含む
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◎
企
画
展

「沼
津
市
の
な
り
た
ち
―

自
治
と
行
政
の
発
達
史
―
」
の
開

催
に
つ
い
て

今
年
は
沼
津
市
の
市
制
施
行
七
十
周

年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
企

画
展
で
は
、
地
方
自
治
の
歴
史
的
変
遷

に
焦
点
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
村
の
し
く
み
、
明
治
時

代
の
地
方
制
度
の
移
り
変
わ
り
な
ど
、

市
制
施
行
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

自
治
や
行
政
に
関
す
る
様
々
な
史
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間

¨
７
月
１
日
湘
～
９
月
２９
日
因

会
場

¨
４
階
展
示
室

◎
歴
史
講
座
の
受
講
生
募
集

企
画
展
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
で
歴
史

講
座
も
行
い
ま
す
。
日
程
・講
師
・
テ
ー

マ
は
表
の
通
り
で
す
。
問
い
合
わ
せ
と

申
し
込
み
は
当
館
ま
で
電
話
で
ど
う
ぞ
。

時
間

一
午
後
２
時
～
４
時

場
所

¨
明
治
史
料
館
講
座
室

定
員

¨
一
〇
〇
名

受
講

¨
無
料

◎
「平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡

め
ぐ
り
」
の
参
加
者
募
集

昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
の
敗
戦

か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る

´

今
日
、
あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
記
憶
を
い

か
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
の
史
跡
め
ぐ
り
で
は
、

沼
津
市
内
に
残
る
昭
和
の
戦
争
に
関
係

す
る
遺
跡

・
記
念
碑
な
ど
を
見
学
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
の
学
習

で
あ
る
と
同
時
に
、
今
日
の
平
和
の
意

義
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
る

で
し
ょ
う
。

日
時

¨
８
月
５
日
い
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
。
雨
天
の
場
合

８
月
１３
日
⑥
に
延
期
。

対
象

一
小
中
学
生
と
そ
の
父
母

定
員

¨
十
二
組
二
十
六
名

費
用

一
無
料
、
但
し
弁
当
持
参
の
こ
と
。

コ
ー
ス

（予
定
）

一
明
治
史
料
館
集
合

↓
光
長
寺

「
一
人
郎
や
あ
い
」

碑
↓
拓
南
訓
練
所
跡
↓
高
射
砲

部
隊
の
掩
体
↓
東
椎
路
戦
災
記

念
碑
↓
明
治
史
料
館
で
昼
食
↓

海
軍
技
術
研
究
所
跡
↓
御
成
橋

の
空
襲
被
弾
跡
↓
沼
津
海
軍
工

廠
Ｉ
員
養
成
所
跡
碑
↓
沢
ＩΠ
部

落
移
転
碑
↓
明
治
史
料
館
解
散

申
し
込
み

¨
電
話
で
当
館
ま
で
。　
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
の
定
員
が
あ
る

た
め
先
着
順
と
致
し
ま
す
。

一

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

古
文
書
に
は
じ
め
て
接
す
る
初
心
者

を
対
象
と
し
た
入
門
講
座
で
す
。
申
し

込
み
は
当
館
ま
で
お
電
話
で
。

日
程

¨
１０
月
１６
日
、

２３
日
、

３０
日
、

１１

月
６
日
、

１３
日
、

２０
日
の
各
土

曜
日

（６
回
）
。
た
だ
し
講
師
の

都
合
で
１
回
が
Ｈ
月
２７
日
に
振

り
替
え
ら
れ
る
可
能
性
あ
り
。

午
後
２
時
～
４
時

明
治
史
料
館
講
座
室

友
野
博
氏

（沼
津
市
文
化
財
保

護
審
議
会
会
長
）

無
料
。
古
文
書
辞
典
を
お
持
ち

で
な
い
方
は
斡
旋
致
し
ま
す
。

時
間

場
所

講
師

費
用

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録

‐４
の
刊
行
に
つ
い
て

『木
瀬
川
大
古
田
家

・
中
石
田
秋
元

家
文
書
目
録
』
　

Ｂ
５
判
　
一
〓
〓
一頁

頒
価

一
七
〇
〇
円
　
沼
津
市
内
の
旧
家

に
伝
来
し
た
近
世
・近
代
文
書
の
目
録
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
３４
号

鰤
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

容
〇
五
五
九
０
三
二
二
五

沼津市の市制施行 を報 じる新聞記事

市
制
施
行
就
賀
會

ll程 i術
一巾

容内

9月 5日
(日 )

静 Jり it'I蔵 文化財調査研究所
ifL州 査耐「究it

橋 本 敬 之 氏

「江戸時代の村の

統市llと 自

'台

J

9月 12H
(H)

沼 ll「 りl治 史料館
'1lk員

樋 口 雄 彦

「明治前期の地方

制度と沼津地域」

9月 19H
(H)

沼津 市史編 集専門 委員

湯 川 郁 子 氏

「明

'f)の

本寸の

自

'台

となnltJ

9月 26日

(H)

横浜日 立大学

助教授

金 洋 史 男 氏

「大正。日召和期の

自治体の役割」
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